
 

 

 

 

 

 

 

「持ちつも持たれつ」の気持ちを持つことについて 

校長  近藤 克代 

  

  左の写真は、1年生の理科の様子です。植物の観察をしなが

ら、植物（生物）の仕組みを学ぶ単元を学習しています。この

光景は、入学したばかりの 1年生が理科（第 2分野）の最初の

取組として毎年恒例であり、この日のために、本校の植物たち

は、生徒に観察を志願するかのように新緑（若葉）を芽吹かせ、

色とりどりの花を咲かせています。そして、今年も、1 年生の

若々しく元気な笑い声が、澄んだ青空に響きわたり、春が終わり初夏を迎える穏やかな時を感じ

られる出来事でした。冒頭の「持ちつ持たれつ」の文言ですが、これは、ある新聞記事に掲載さ

れていました。その新聞記事の一部をご紹介します。『植物は花を咲かせ、雄しべの花粉を雌し

べに受粉させて種を作る。その際、風を利用するものを「風媒花（ふうばいか）」、虫を誘い花粉

を運ばせるものを「虫媒花（ちゅうばいか）」と呼ぶ。＝中略＝カラスノエンドウは受粉以外の

植物と虫の関係も知った。葉の付け根、托葉部に極小の蜜腺がある。そこから蜜を出して蟻（ア

リ）に与え、害虫から身を守ってもらうという。「持ちつ持たれつ」人間じみた自然界の営みも

また、いとおしい。』４月後半から、委員会活動が始まり、第 1回の生徒集会では各種委員会の

委員長が自身の目標や、委員会の今後の活動について説明やお願いを伝え、部活動でも本入部を

終え、1年生が新たに加わり３年生を中心とした各分野での活動が始まりました。更に、授業も

ガイダンス時期を終え、各教科の指導計画を基に授業が本格的にスタートしたのです。ゆえに、

新年度が始まったばかりのこの１か月間は、諸活動において、新しい先生や新しいクラスメート

との出会い、先輩や後輩といった異なる学年との関わりを持つことにより、自分自身の得意なと

ころ、不得意なところを改めて知り、悩んだり迷ったりする時期でもあります。一方では、教室

をのぞくと、積極的に意見を述べたり、間違えに気づき改善点を皆で話し合ったり、できない問

題などを互いに教え合ったりしている場面も見られました。 

 本校の「目指す生徒像」は“「新時代を生き抜く力」を創る生徒”とし、『①よりよい未来に向

けて、自分で考え、自分で選択し、最後までやり遂げる生徒②自他の生命を尊重し、思いやりと

感謝の心を大切にする生徒③自分の夢や理想の現実に向けて、自ら挑戦し一生懸命に取り組む

生徒』を目指し、日々の学校教育活動を行っています。『自分で〇〇』『自ら〇〇』という生徒の

自主性を示す文言には、諸活動を通して育んだ人間関係を形成する力や、豊かな言語

活動を通して豊かな心が礎となると考えるならば、「持ちつ持たれつ」の気持ちもま

た育成の一つの考えと思っております。全ての教育活動には、目的や目標等などあり、

一人一人が主体的に活動する場面が必ずあります。ゆえに、じっくりと１年間かけて、

共に学ぶ時を大事にしながら様々な場面で活躍ができるよう努めてまいります。  
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学校教育目標 気づき・考え・挑戦する ～新時代を生きる力を創造する～ 

※カラスノエンドウは本校のあちらこちらで観察することができます。 

 


